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研究要旨 

加齢黄斑変性は、年齢とともに黄斑部に蓄積する老廃物により黄斑部網膜が変性する疾

患で、視力低下に直結する眼疾患の一つである。従来欧米では視覚障害の主要な原因の一つ

であったが、本邦においても患者数は増加の一途をたどっており、現在視覚障害の原因疾患

として第 4 位を占める。高齢化に伴い、患者数は今後も増え続けると予測され、2020 年に

は視力低下を伴う加齢黄斑変性患者数がアジアでは 522 万人にのぼるとの推計もある。 

現在、加齢黄斑変性の治療としては抗 VEGF 薬、光線力学療法、それらの併用療法が存在

しているが、実際には依然として抗 VEGF 薬が治療の中心となっている。しかし、抗 VEGF

薬は治療効果が高い一方で、薬剤の化学的特性から全身性の血栓性合併症のリスクを上昇

する可能性が指摘されている。ランダム化比較試験（randomized clinical trial: RCT）のシス

テマティックレビューやメタアナリシスでも、有害事象の頻度が評価されているが、実臨床

での治療対象者は RCT の研究対象者とはバックグラウンドが異なるためそのまま RCT の

データや結果を当てはめられないこともよく知られているところであり、また、十分なサン

プルサイズを用いた治療法間での head-to-head の比較は行われていない。本邦において、患

者数が増加する加齢黄斑変性において、併存症をもつ実臨床の患者を対象とした記述的お

よび分析的観察研究により治療の実態を把握し、治療における血栓性合併症のリスクを把

握することが必要となってきている。 

一方、網膜動脈閉塞症は、急激な視力低下を特徴とし、治療法の確立されていない視力予

後不良な疾患である。年間発症は、10 万人あたり 0.7-1.87 人との海外報告があるものの、本

邦における新規発症患者数に関する報告はない。 

本研究では、レセプトデータを用いて眼科疾患である加齢黄斑変性と網膜動脈閉塞症を

対象に、実態把握がどの程度可能なのか調査した。RAO の年間発症、CRAO の年間発症を

外来ベースで得ることができたため、2019 年 7 月開催予定の日本眼循環学会で報告するべ

く、演題登録を実施した。また、AMD を含む ICD-10 コードである H353 を AMD と定義し

た場合、感度 98％、特異度 88％で真の加齢黄斑変性を検出できた。加齢黄斑変性と網膜動

脈閉塞症における患者動態の調査として、レセプト活用の有効性が示唆された。 
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A. 研究目的 

網膜動脈閉塞症は、急激な視力低下を特

徴とし、治療法の確立されていない視力予

後不良な疾患である。年間発症は、10 万人

あたり 0.7-1.87 人との海外報告があるもの

の、本邦における新規発症患者数に関する

報告はない。レセプト情報・特定健診等情報

データベース（NDB）のサンプリングデー

タセットを用いて、本邦における、網膜動脈

閉塞症（RAO）の年間新規発症患者数を調

査することを目的とした。 

また、このように診療報酬請求データを

二次的に利用した研究が広がりつつあるが、

それらのデータに含まれる「病名」は、必ず

しも実際の患者の状態を反映していないこ

とが知られている。レセプトにおける加齢

黄斑変性（AMD）の病名やその他レセプト

記載事項との組み合わせによって真の

AMD を検出可能か検証した。 

 

B. 研究方法 

研究 1． 

2011-2015 年の 1、4、7、10 月の単月分の医

科入院外、医科入院および DPC レセプトの

NDB サンプリングデータを用いた横断研

究を実施。網膜中心動脈閉塞症（CRAO）は

H341（ICD10）に該当する傷病名の請求コー

ド、網膜動脈閉塞症（RAO）は H341 および

H342 に該当する傷病名の請求コードで、そ

れぞれの発症を定義した。新規発症を保証

するために、医科入院外および医科入院レ

セプトでは傷病名の開始日が該当月である

ものに限定した。また、DPC レセプトでは

病名区分が「医療資源を最も投入した傷病

名」「主傷病名」「入院の契機となった傷病

名」であるものを調査した。20 か月分のデ

ータから年間新規発症患者数を推定した。 

 

研究 2． 

2017 年に京都大学医学部附属病院の眼科

を受診した全患者のうち、ランダムにサン

プリングした真の AMD 患者 100 例と、非

AMD 患者 100 例について検討した。なお

真の AMD の判別は、眼科医によるカルテ

レビューによった。 

 

C. 結果 

研究 1． 

医科入院外、医科入院および DPC レセプト

のサンプリングデータから推定した本邦の

RAO の年間発症、CRAO の年間発症を外来

ベースで得ることができたため、2019 年 7

月開催予定の日本眼循環学会で報告するべ

く、演題登録を実施した。 

 

研究 2． 

AMD を含む ICD-10 コードである H353 を

AMD と定義した場合、感度 98％、特異度

88％であった。「病名コード H353 を含む」

かつ「近視性脈絡膜新生血管を除く」ものを

AMD と定義すると、感度 97％、特異度 90％

であった。一方で AMD を「『黄斑変性』を

含む病名全て」と定義すると感度 96％、特

異度 91％で、「『黄斑変性』を含む病名全て」

かつ「『近視性脈絡膜新生血管』を除く」と

定義すると、感度 95％、特異度 93％であっ

た。 

 

D. 考察 

本研究では、レセプトデータを用いて 2 件

の眼科関連の調査を実施した。稀少疾患で

あり、実態が把握しきれていない RAO の
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新規発生患者数を推計できることができ

た。一方、AMD の定義として複数病名を

組み合わせることで、感度を保ったまま特

異度を上げることが出来た。大学病院にお

ける結果であり一般化可能性には留意す

る必要があるが、本研究結果は今後診療報

酬データを用いた研究において AMD に

関する検討を行う際、役立つと考えられる。 

 

E. 結論 

眼科疾患における患者動態の調査として、

レセプト活用の有効性が示唆された。 
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